
Ⅰ．はじめに

　宮崎県では，スギの山地への植栽は，苗木の活着と成長の面か

ら春季に行うのが一般的である。

　本県では，今後伐期を迎える人工林が増えることから伐採面積

の増加が予測されている。林業労働力が不足している現在の状況

が続くと，植付けの労務が足りず，適期以外の植栽が増える事態

が危惧される。そのため，植栽適期の拡大が必要になってくると

考えられる。

　以前から，ポット苗によって植栽適期は拡大できる（�）と考

えられ，普通苗（裸根苗）と比較した植栽試験で，普通苗では活

着率が低い時期でもポット苗は高い活着率を示したという結果が

残っている（�）。

　しかし，ポット苗を年間通して植栽した試験例は見当たらな

かったため，スギポット苗の通年植栽を行い，その活着状況や成

長量を調査して，年間のどの時期まで植栽が可能であるか試験し

た。

Ⅱ．調査地の概要及び調査方法

　調査地は，宮崎県北諸県郡三股町内の民有地で，１９９８年にスギ

３９年生の林分を皆伐した跡地であった。標高は７５０m，斜面方位

は SE，平均傾斜は１０度の平衡斜面である。

　この伐採跡地に１９９８年６月から１９９９年５月まで，毎月初めにス

ギポット苗約１００本（９８～１０３本）を植栽した。１２ヶ月間の合計

植栽本数は１，２０３本であった。植栽間隔は，苗間２m，列間２m

で，毎月３列ずつ植栽した。

　植栽に使用したポット苗は，苗畑に穂を挿して１年間育てた苗

をポットに移し替えてさらに１年以上育苗したもので，苗高はお

おむね４０～６０cmの範囲内であった。ポットはポリエチレン製で，

直径１０．５cm，高さ９ cmであった。

　調査地の気象条件を推定するために，調査地から約３ km離れ

た鰐塚山（標高１，１１９m）の降水量の観測データ（�）を図－１に

示す。植栽を行った１９９８年６月から１９９９年５月までの降水量の合

計は２，２５８mmであった。

　調査は，すべての植栽が完了した直後の１９９９年５月１９日，成長

休止期に入ったと考えられる同年１２月２１日，その約１年後の２０００

年１１月３０日に植栽木の生存数の確認と樹高の計測を行った。

Ⅲ．結果と考察

　植栽木の生存率（生存本数÷植栽本数×１００）の推移を図－２

に示す。最後に調査した２０００年１１月の植栽木全体の生存率は

９５．６％であり，３回の調査の度に微減傾向を示していた。

　植栽月ごとでは，６月植栽と７月植栽木が，それぞれ８９．０％，

８８．８％（２０００年１１月調査）で他の月と比べて低い値を示していた。

この両月の植栽木は，１９９９年５月の調査時に枯死していたものが

多く，枯死木数本を持ち帰って調べたところ食根性害虫による被

害が確認された。

　また，植栽期間中の降水量をみると，８月の月間降水量が６

mmで，１２月と並んで最も少なかった。気温が高い時期に乾燥が

続いたため，植栽木にとってかなり厳しい条件だったと推測でき

る。したがって，６月及び７月植栽木の枯死については，８月の気

象条件も多少影響があったものと考えられる。

　しかし，最も枯死が多い月の生存率が９割近くで，全体では

９５％以上残っていることから，活着の面では，ポット苗の通年植

栽の可能性は高いといえる。

　図－３に植栽月ごとの平均樹高の推移を示した。７月植栽木が

６月植栽木の樹高を上回っている点が目につくが，他の月ではお

おむね先に植栽したものほど樹高が高い傾向を示していた。

　図－４は，２０００年１１月と１９９９年１２月の平均樹高の差を年間の樹

高成長量とみなして，植栽月ごとに示したものである。最大でほ

ぼ１成長期差がある植栽木を同時に調査したため，成長量に差が

ある事は予測できたが，グラフ上で７月植栽と１月植栽木に緩や

かなピークを示していることが興味深い。今後もこの傾向が続く

のかという点も含めて，植栽月と成長量の関係については，以降

の調査により解明していきたい。

Ⅳ．おわりに

　今回，スギポット苗の通年植栽試験を行って生存率と樹高調査

を行ったところ，現段階の調査結果では，ポット苗の通年植栽に

ついて特に問題点は見当たらないといえる。

　しかし，植栽後２年程度の調査では結論は出せないので，今後

の植栽木の成長や根系の発達状況を確認した上で，スギポット苗

の通年植栽が可能であるか判断したいと考える。

　なお，試験地の提供及び調査作業にご協力いただいた島津山林
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図－１．月間降水量（鰐塚山）
図－４．スギポット苗　樹高成長量
　　　　（�９９年１２月～�００年１１月）

図－２．スギポット苗植栽木　生存率

図－３．スギポット苗植栽月別　平均樹高


